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政党 ・政府 ・政 治運動が 中国語 に

     与 える影響 につい て

羅 奇 祥

は じめに

 言 葉 は社会の変化 ・発展 につれて変 わ り，新 しい もの ・考 えなどが出現 した ら，それに

対応す る新 しい言葉が生 まれ，一方でそれ に適応で きな くなった言葉や言葉の使 い方が消

えてい く。 中国語 も例外 な く， この ように絶 えず変わ って きた。

 中 国の長い歴史の中に漢民族が使 う言葉 に変化 が起 きた時期がい くつかあったが， 中華

人民共和国成立後(以 下，成立後 と略す〉か ら20世 紀末 までの変化 ほど，激 しくはなか っ

た。特 に成立後か ら1960年 代 の半ば までの変化は著 しい。成立後か ら50数 年経た今 の中国

語 はどう変わったか，1940年 代 の北京 ・上海の新 聞と最近の新 聞を見比べれば，一 目瞭然

であ る。(図 版 工～4)

図版1 「北平日報」*中 華民国35年8月15日
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同 リ ラ イ ト

              銀行 經理 經濟 困難

            銀幣克換問題  眼晴半瞳半閉

 【本報專訪 】民國二十四年十一月四日 ・我國實行法幣政策 ・財政部命令：銀幣禁

 止流通 ・但可平價與法幣平價兇換・然而仍有一部分的銀元留藏到民間 ・抗戰軍興

 法幣逐漸膨脹 ・'脱離了貨幣本位的銀元辱成爲商品的一種 一元現洋的價格相當於

 一元法幣的十幾倍 ・幾十倍 ・乃至於千餘倍 ・這並不是銀幣上漲而是法幣購買力

 的低下 。

 十幾天之前・財政部重申禁止銀硬幣愁相售受的法令 ・此令一下 ・胆小的人爭相抛

 出手頭的存貨 ・急遽嶝壓低了銀元的暗盤價格 ・個宇老手郤趁機杁進 ・復撈了一

 票木鐘 。到今天銀元暗盤價格仍舊盤旋在千元上下・不是在袖籠馨成交・就是倫愉的

 化成了銀條 ・治安機關的眼晴半崢半閉 ・持有銀元的人也做定了 「油匠的葫蘆 。」

 記者以此問題訪問了中央銀行經理兪丹榴氏 。

 「中國的老百姓也實在太窮 ・明知道吃虧 ・自然没人肯來兇換」前經理明眼觀火 ・

 看清了這一條法令的可能性 ・「行政處分由治安機關負責 ・没收充公的銀元歸於國

 庫」一但是國庫裏増加了幾許銀元昵?中央的法令不曽兼顧事實 ・治安機關如果認

 真的辮理，那無異是老百姓一筆不小的損失 ・「怪只怪爲什麼一般人不早在廿四年十

 一月四日的法令頒布之後立刻去見換!」兪經理如此答覆了這個問題 。「現在的生活

 實在不得了」兪經理轉了話題 ・「有人攻撃中紡 ・四行的職員的葺津太高 ・實際説

 起來 ・並不是我們拿的太多 ・而是一般人賺的太少 ，朋友要應酬 ・孩子要上學 ・

 就是我自己也感到經濟的威脅」一國家銀行的經理感到了 「經濟的威脅ゴ ー般老

 百姓吃不飽也就不是偶然的了 。

*1946年8月15日 創 刊 。 元 「北 平 晩 報 」。

図版2「 申報」*中 華民国38年5月27日
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政党 ・政府 ・政治運動が中国語に与える影響について

同 リ ラ イ ト

          美與 十數 國家協商共 同政 策

            討論承認我國新政府

 〔路透社華盛頓廿五 日電〕代理國務卿韋勃今 日證實 ・美國已曽與 「約十二個」

的其他國家 ・就鼕具對中共共同政策的問題 ・從事協商 ・但渠又聲明：「本人不擬

穆此項協商爲必然的趨向承認(承認中共政府)的協商 ・我們對於這個局勢 ・一起在

審慎的注視中 ・並正企圖按照局勢的發展覓取最好的應付方法」・渠透露曽與美國

就此一問題磋商的國家包括 ・英 ・法 ・荷 ・比 ・澳 ・印度 ・巴基斯坦 ・鈕西蘭 ・
                               ●   ●   ●

錫蘭 ・南非等 。

               羅 塞 爾演説

              支持國民黨乃下策

 〔聯合社舊金山廿五 日電 〕國務院公務處長羅塞爾 ・今 日在 「世界貿易週」宴

會席上發表演説稱 ・美國如華支持中國國民黨政府 ・章掻極愚笨ζ下策 ・其意暗

示速與共産黨政權樹享關係 ・羅氏稱：中國人民不蟇外國人 ・憔無論如何 ・需要大

批食物及機器等工業配合 ・國民黨已埼台 ・如欲加以支持 ・必須運用美國兵力及

更大客財政經濟援助 ・此舉寒寒麩將中國人民全不信任ζ政府強制其服從 ・勢唯

有更引起中國人民ζ反感 ・中國内戰中 ・國民黨軍毎次大戰無不具有優勢火力 ・

具有室軍 ・憔仍相率不戰而降 ・其唯一原因即在國民黨政府已失去中國人民ζ信

任 ・

*清 同 治11年(1872)4月30日 上 海 で 創 刊 。1949年5月28日 休刊 。
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図版3「 北京晩報」 図版4「 新民晩報」*2001年5月27日

*2001年5月31日

房价跌落
  r

実
  本振慨{妃 者李海霞〕从明天

起.《北京IIllv1RRt2TiTh]Y$价格胸成
管理亦法》幵始筑行。

  咳《亦法》明晩規定，一些原有的
蟄用被剔出成品房成本.使人們期待
北京房价会有所回落。

  有美政府都冂魚費人和」k内寺

家圦均，咳《カ・法》出台，将大大加強

房地枅 岌中收費項目的透明度.益
督和促迸腸地声升笈企蓮規范操作，

使商品騁价格逐歩趨于合理。L由于

商品房价格是受土地出辻成本、拆迂

成本、建安成本、市場供求等多方面

因索影吶.而且送些因素都具有彼張

的不晩定性，因此，淒《亦法》的出台
迭一巣一因禁很唯左右本市商品虜

价格。圦均咳《亦法》的出台能使商品

房房价0落 是一神涙解。  0155

.1黄菊会児西藏自治区主席列碗吋裹示..

上海将継鎮做好援藏工作
  本掘訊 中共中央政
治局委風、上海市委樗9i己

黄菊前天下午在虹蟒迎実
笛会凪了前来上海参加
{羇域蔽珍一 西藏文物
榊 展》・芳幕活劫的西蔵
自治区主席列碗、副靠廨
次仁卓嘆一行。

  会児吋，黄菊首先対
列碗岡志一行窪庚祝西藏
和平解放50周 年之隊来
上海i方1司孝示熟烈炊迎，

煙合よ海人民帯来西藏摘

美絶倫的文物乞木珍 品表 合作，継躾做好援藏工作，

示感酎。黄菊混，西議和平 力西藏的繁莱和笈展作出

解放50周 年、特別是中央 上海庖膚的貢献 ，共創兩
』第三次 擾藏工俸会 波 以 地美好的未来

。

来.経済快速炭展 ，人昆物   列礁在i#ti竦¥脱「，酉

展文化 生活不断攝高，社 蔵釣笈展和変化 ，鬻不丹

会事此全衝迸歩，西蔵人1党 申央和申央政 府的美

罠対纔枦祖国続一 、促避 杯、全国各省市区的大力

罠族囲 踏作 出 了巨大貢 支持。上海与西蔵美系不

献。寒海之演的上海匂雪 一般，朕系很密切。  '

域高原 的西蔵貘系密切 ，  酉 藏和平解放以来，

経済合{厭文化交流活妖， 上海在物貭、資金、人オ等

尤其是薗盾兩批援藏干部 方面蛤予了俣大支持 ，尤某
得到了西藏各級党政甎尋 是援藏干部工作出色，治西

和人毘緻 治 、工作、生活 藏建没萄炭展作出了貢献.

等方面的美心 、愛枦和支 西藏人民忘不了一辷海人民

持，使他fil得到鰻煤和提 的一貫支持。西職是組国不

高。迸人新世紀.在 党中央 可分霞舟 部分。

的領早下 ，上海将一如既 . 市委副需i己夛世慊等

往地加強埼西蔵的交流埼 参加了会見。

*1958年3月 倉U干U。
*1929年9月9日 南 京 で 創 刊 。7Lは 「新 民 報 」 で あ っ た が ，

1958年4月 「新 民 晩 報 」 の 名 に変 え た。

1949年 代 の新 聞は現在 の新 聞と比べ ると，次の特徴 を有す る，

1.難 しい繁体字が用い られている。

2.書 式が次 の ようになっている。

(1；段 落の始めに2文 字分 の空 きがない。

(2)全部 縦組で段 落が少ない。

3， 区切 り符号 とその使 い方が次 の ようになっている。

(1；現在の新聞 にない符号 「「」」， 「一 」 が用い られている。現在 「「」」 に相当す

る符号は縦組の場合 「「』」 を，横組 の場合 「“”」， 「目 」 を用い る。

② 「。」， 「，」 などの区切 り符号は行尾の中間につけてあ り，種類 も少 ない。

(3>現在 句点 を使 うべ き箇所 にコ ンマ を用いた り，区切 り符号 を使 うべ き箇所 に用い な

かった りす る。

㈲現在 「、」 を使 う箇所 に 「・」 を用 いている。
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         政党 ・政府 ・政治運動が中国語に与える影響について

4.リ ライ トの文中，私が 「・」を付 した単語は現在使わない。

5.「 △ 」を付 した言葉の使い方は現在あまり行わない。

 万物は流転する。50年 以上 も経たので，言葉が変わるのは当然であると言われる。ま

た，一一部の著書では成立後から60年代半ばまでの10数 年の間，中国語が特に大きく変わっ

たのは社会制度の変更と人々の思想変化で もたらした自然な流れであると述べ られてい

る。 しか し，私は50数 年来，中国語がこのように大きく変わった一番大きな要因は政党 ・

政府の直接関与と次々に起 きた政治運動(キ ャンペーン)の 強い影響があったからである

と思う。つまりその変化は従来の自然的な流れではなく，極めて人為的なものであると考

える。本稿では成立後の50数 年の間，中国語は政党 ・政府 ・政治運動からどのように影響

されてきたか，どう変化させられたか，またなぜ政党 ・政府 ・政治運動が中国語を大変貌

させ得たか，及びその結果のプラス ・マイナスの両面はいかなるものであるか，などにつ

いて，三つの時期に分けて考察していきたい。なお，本稿で言う 「政党」は中国共産党を

指す。

 本稿で取 り上げる政治事件や，共産党の動 きなどは，中国研究者の知るところではある

が，拙稿の題名を論 じるには欠くことのできない ものであるから，ここでは敢えて述べ さ

せてもらう。

第1章 成 立 後 か ら文 化 大 革 命(以 下 ， 文 革 と略 す)発 生 まで

            (1949年10月 ～1966年4月)

 1949年10月1日 ，毛沢東は北京で中華人民共和国の成立を宣言 した。中国共産党は28年

間の不撓不屈の戦いを経，多大の犠牲を払って，ついに自らの一党独裁の政権 を手にし

た。同年12月 ，第三次国内戦争で共産党軍に敗れた国民党軍と国民政府は台湾島に逃れ

た。1951年5月23日 ，中央政府代表 とチベット地方政府代表によって 「中央人民政府 とチ

ベ ット地方政府 とによるチベ ットの平和解放の方法 についての協議」が調印されたこと

で，共産党政権は台湾 ・香港 ・マカオ以外の全国土を制圧 した。

             第1節 共産党 ・政府の動 き

(1)新 聞 ・雑誌 ・ラジオ放送などの整備 ・廃合

 成立後，共産党 ・政府は共産党政権 を強化するため，また国民 に共産党の政策 ・方針を

宣伝 し，共産党と共に行動 させるために，直ちに新聞 ・ラジオ放送 ・雑誌などのマスメ

                   37



ディアの整備 ・廃合に乗 り出した。その具体的内容は以下の通 りである。

① すみやかに各地の国民党政府経営のラジオ放送局を接収 し，政府側の責任者を送 り込

む。私営のラジオ局に対して政府から投資や役員派遣 を行い，経営に関与する，いわゆる

「公私合営」の方式を採る。

② 新聞 ・雑誌に対 してもラジオ放送局と同 じように整備 し，また共産党系のものを大量

に創刊する。1950年2月 ，全国の新聞は274種 があり，中に私営55種 があったが，1958年

になると，1，766種に増え，私営のものは完全に消えた。雑誌 も新聞と同様，1950年 の295

種から1958年 の822種 に増え，私営のものも残らなかった。

(2)各 種の政治運動を起こす。

 成立後から1966年4月 までのおよそ17年 間の間，共産党 と政府は毛沢東の 「継続革命」

の理論に基づいて，また新生政権を強化するため，次々に政治運動を起こした。これら一

連の政治運動は中国語を変貌させた要因の一つになっている(後 述)。以下に一連の政治運

動について概略を説明する。

① 成立後，共産党が政権を握ったが，全国に国民党軍の残部，国民党のスパイ，土匪な

どが数多く残 り，全国で暴動 ・強盗 ・殺人などの凶悪事件が多発 していた。1950年 初頭，

北方の多くの地域で発生 した飢饉に朝鮮戦争の勃発が加わ り，中国は一時混乱に陥った。

1950年7月23日 ，政権維持 と治安維持の必要性から中国政務院(中 央政府，現国務院)と

最高人民法院(裁 判所)は 「反革命的活動を取 り締まることに関する指示」という布告 を

発表して全国規模の 「鎮反運動」 を開始 した。共産党と政府は国民に進んで反革命行為 を

訴え出，反革命分子を摘発 し，反革命分子の逮捕に協力するよう呼びかけた。当時新聞で

は1951年 上半期，全国80%の 国民が 「鎮反運動」に参加 したと報 じた。共産党が呼びか

け，指導 して，全国民が参加するという中国の政治運動の決まったや り方は 「鎮反運動」

から始まった。全体主義的国家であるとのイメージもその時から持たれるようになったと

言えよう。「鎮反運動」は1952年 末まで続いた。

②1950年6月25日 ，朝鮮戦争が勃発。同年10月8日 中国人民革命軍事委員会主席毛沢東

は 「中国人民志願軍」を朝鮮戦争に出動させる命令を下し，19日 志願軍18個 師団が中朝国

境線の鴨緑江を越え，中国は正式に参戦 した。同時に共産党と政府の呼びかけで中国全土

で 「抗美援朝運動」(米 国に抵抗 し，北朝鮮 を援助する運動)が1953年7月27日 の朝鮮戦

争停戦まで繰 り広げられた。

③ 「鎮反」，「抗美援朝」運動の最中に，1951年12月1日 ，中国共産党中央委員会は 「人
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員 を減 らし機構 を簡素化 し，増産 ・節約，汚職 ・浪費 ・官僚 主義 に反対す ることに関する

決定」 を発表 して，共産党員 と政府機i関の従業員対象の 「三反運動」を始めた。続 いて1952

年1月26日 「都市で期 限ある，大規模 な，徹底 した 『五反』 闘争 を行 うことに関す る指

示」 を発表 して工業 ・商業の個人経営者対象の 「五反運動」 も開始 した。「五反」 は賄賂，

脱税，国家財産 の窃盗，手間 を抜 き材料 をごまかす こと，国家経済情報 の窃取の五行 為に

断固反対す る意味であ る。歴史上 これ らの二つの運動は 「三反 ・五反運動」 と呼ばれ，約

7か 月続け られて，52年6月 末 に終了 した。

 上 述の① ，②，③ の 「運動」 が繰 り広げ られている問， 「核兵器無条件禁止 を訴 える一億

人平和 サ イン運動」， 「共産党 ・解放軍 の思想 と活動態度 を整頓す る運動」， 「映画 『武訓

伝』 に対す る批判運動」 などの小規模 な政治運動 も行われていた。 これ ら一連の運動 を通

じて，中国人はすっか り政治運動 に慣 れて きた ようである。

④ 朝鮮戦争終結後か ら1966年4月 まで，他 の政治運動 も次 々に繰 り広 げ られ，驚 くほ ど

の数にのぼった。全 国規模 の運動 には次 の ような ものがある。

ア.「 整風(作 風 を整 える)運 動」(1957年4月 ～1958年7月)。 共産党員が対象。

イ.「 反右派 闘争」(1957年6月 ～1958年7月)。 期 間中，合計439，305人 の 右派分子 が摘

 発 され た。

ウ.「 人民公社化運動」(1958年3月 ～同年10月)

エ.「 大躍進(生 産ス ピー ドを大い に高め る)運 動」(1958年5月 ～)

オ.「 反右傾化運動」(1959年8月 ～)。 共産党 ・軍が対象。

カ.「 雷鋒 に学ぼ う運動」(1963年3月 ～)。 雷鋒は人民解放軍 の兵士で，1962年8月15日

 殉 職。

キ.「 四清(帳 簿 ・在庫品 ・財産 ・労働点数 を徹底 的に整理す る)運 動」(1963年5月 ～

 1966年6月)。 農村 と町の一部企 業が対 象。別名 「社会主義教育 運動 」。

 小 規模 な政治運動 には次 のような ものが ある。

ア.「 技術 革新運動」(1954年4月 ～)

イ.「 『紅楼夢』研究での ブル ジ ョアジー的唯心論傾向 に対す る批判」(1954年10月 ～)

ウ.「 胡適思想 に対 する批判」(1954年11月 ～)。 胡適(在 世1891年12月17日 ～1962年2

 月24日)は 思想家，元北京大学学長。

エ.「 胡風文芸思想に対す る批判」(1955年1月 ～)。 胡風(在 世1902年11月1日 ～1985年

 6月8日)は 詩人 ・文芸評論家。

オ.「 高 崗 ・饒漱石反党 同盟 に対 する批判」(1955年3月 ～)
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カ.厂 反革命分子粛清運動」(1955年7月 ～1957年10月)

キ.「 農村 での大規模 な社会主義教育運動」(1957年8月 ～)

ク.「 除四害 ・講衛生(蠅 ・蚊 ・鼠 ・雀 を消滅 し，衛生 を重ん じる)運 動」(1958年2月 ～)

ケ.「 馬寅初の人 口論 に対す る批判」(1958年5月 ～)

コ.「 全民製鋼 ・製鉄運動」(1958年8月 ～)

サ.「 憶苦思甜(解 放前の苦 しみを思い起 こ し，解放後の幸せをかみ締める)運 動」(1960

年11月 ～)

シ.「 毛沢東著作 の学 習運動」(1961年1月 ～)

ス.厂 王傑 に学 ぼ う運動」(1965年11月 ～) 。 王傑 は解放軍兵士で，1965年7月 殉職。

セ.「 京劇 『海瑞罷官』 に対す る批判」(1965年11月 ～)

ソ.「 焦裕禄 に学 ぼう運動」(1966年2月 ～)。 焦裕禄 は共産党河南省蘭考県委員会書記
。

(3)中 国語の改革に乗 り出す

 中華人民共和国成立前(以 下，成立前 と略す)， 中国語の文字 ・発音 ・語音表記が規範化

されていなかった。成立後，共産党の政策宣伝の必要性から，また政府主導の大規模な経

済活動を行 うために，言葉を規範化 しなければならなかった。それゆえ，政府は直ちに

「共通語の普及」，「漢字の簡略化」，「『漢語排音方案』の制定と推進」の三つの面で中国語

の改革に着手 した。

① 厂中国文字改革委員会」の発足

 中華人民共和国成立後の1949年10月10日 に中国政府は 「中国文字改革委員会」を発足さ

せた。この 「中国文字改革委員会」は上述三つの面の改革の全てに係わった。

② 印刷物の横組への統一

 1955年1月1日 「光明日報」は率先 して横組に変更 した。その後横組の新聞が増え，1956

年1月1日 に全国すべての新聞が横組主体になった。(図版5 ，6)
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図版5「 人民Ei報 」1955年12月31日
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図版e「 人民日報」1956.年1月1日

    ラ駐提 皐 ：兜.城五 年 計 釧 耐 奇 斗 .，./

③ 共通語の普及

 中国には1955年 まで正式な定義の共通語はなかった。そのため1955年10月 ，中華人民

共和国教育部と中国文字改革委員会が共同主催で 「全国文字改革会議」を開き，中国の共

通語は 「普通話」と名づけ，また普通話は 「北京語音を標準音 とし，北方語 を基礎方言 と

し，模範的な現代白話文の著作を文法規範とする漢民族の共通語」と定義 した。翌年1月

28日 ，国務院は 「国務院が普通話普及についての指示」を公布し，2月 に 「中央普通話普

及工作委員会」を発足させ，共通語の普及に乗り出した。そのため，まず普及に欠かせな

い発音の規範化に着手 し，「普通話正音字表」(1958年6月 ，普通話語音研究班*編)， 「多

*fi国 文字改革委員会，中華人民共和国教育部，中国科学院語言研究所で構成される。
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音多義字匯編」(1962年10月 ，普通話語音研究班編)， 「普通話異読詞三次審音総表初稿」

(1963年2月 ，中国科学院普通話審音委員会編)， 「普通話軽声詞匯編」(1963年8月 ，普

通話語音研究班編)な どを次々に発表させ，「兒化韻」の規範化にも力を入れた。

④ 漢字の簡略化

 共産党と政府は漢字字数の節減 と漢字筆画数の減少の両面から漢字の簡略化に取 り掛

かった。

ア.1955年12月22日 ，中華人民共和国文化部 と文字改革委員会が 「第一批異体字整理表」

 を発表し，異体字を1，053字淘汰した。1977年7月20日 ，文字改革委員会と国家標準計

 量総局が 「一部の計量単位名称の統一用字に関する通達」を発表 し，「呎 」・「浬」など

 の計量単位を表す旧字体を20字 淘汰 した。また1955年3月 から1964年8月 まで，国務

 院の指示で地名に用いられる一部の日常使用しない漢字を常用字に替えて，15字 淘汰 し

 た。

イ.1955年10月 の 「全国文字改革会議」で最終の 「漢字簡化方案」を決定 した。翌年1月

 28日 の国務院第23回 会議で通過 した 「国務院が 『漢字簡化方案』公布 に関する決議」

 で，「漢字簡化方案」は2月1日 から三段階に分けて全国の新聞 ・雑誌 ・公文書などの印

 刷物 と筆記文書に通用すると決めた。1964年5月 ，中国文字改革委員会は実施された

 「漢字簡化方案」の不十分なところを修正 して，「簡化字総表」を制定し，公布 した。1977

 年12月20日 ，中国文字改革委員会が 「第二次漢字簡化方案(草 案)」 を公布 して試用さ

 れたが，未熟な物が多 く，1986年6月24日 ，国務院が使用中止を決めた。

ウ.政 府はまた10年 ぐらいの時間をかけて印刷用字形の規範化を図った。1965年1月 に

 「印刷通用漢字字形表」の公布によってそのピリオ ドを打った。

⑤ 「漢語排音方案」の制定と推進

 中国ではこれまで漢字の発音を表記するには，1918年11月23日 に当時の政府教育部が公

布した 「注音字母」を使われていた。成立後，政府は中国文字改革委員会に漢語表音案の

研究をするように指示，1955年2月 ，文字改革委員会は 「排音方案委員会」を設置 し，主

にローマ字式による漢語表音案の研究を行った。1956年2月9日 ，文字改革委員会は「漢

語排音方案(草 案)」 を発表。1957年10月 ，国務院の 「漢語排音方案審議委員会」により

漢語排音方案の修正草案を公布し，同11月1日 に国務院第60回 会議で同修正草案を通過さ

せた。1958年2月!!日 全国人民代表大会第1回 大会第5次 会議で 「漢語排音方案」を可決

したことによって，全国の各学校でその実施をスター トさせた。
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 前述のように，共産党と政府は政権を維持 し，全国民に共産党の意向を浸透させ，反対

勢力を圧倒するために，政治運動を頻繁に引き起こした。また共産党と政府は，政策宣伝

の必要性から，そしてまた政府主導の大規模な経済建設，「識字 ・掃盲(字 を覚えさせ，文

盲をなくそう)運 動」をスムーズに推進し，毛沢東が1951年 に出した 「文字は改革しなけ

ればならず，世界の文字 と共通の表音化に向かわなければならない」 との指示を執行する

ために，一・連の決議 ・指示を出 して中国語の改革を断固実行 した。以上の政治運動と共産

党の意図とは10数 年の間，中国語に大 きな影響を与え，中国語を大きく変貌 させた二つの

要因である。1965年 末になって，中国語への大規模な改革はほぼ終わり，いわゆる大陸

(台湾 ・香港に対する)の 現代中国語の形は基本的に形成された。わずか10数 年間で言葉が

これほど変わったのは今まであまり見 られなかった。次に中国語は二つの要因からどう影

響 され，どう変わったかについて見てみよう。

(1)書 式における影響と変化

 中国語改革の火蓋を切ったのは，印刷物を縦組から横組に変えることであった。1955年

1月1日 ，政府関係部門の指導で 厂光明日報」は率先 して横組に変えた。後短時間で全国

の新聞 ・雑誌などの印刷物は全部横組が主体 となった。またその時から学校教育でも左横

書 を採用 し始め，封筒の宛先なども左横書が出始めた。当時横組 ・左横書が起きた理由と

して次の三点が考えられる。

① 「識字 ・掃盲運動」に必要であった。

② 中国語改革の一環 であった。

③ 共産党 ・政府の宣伝工作と政治運動が繰り返されたため，社会では 「破旧立新(古 い

ものを破壊 し，新 しいものを打ち立てる)」，つまり何でも新 しいもののほうがいいと言う

風潮が充満 して，書式も免れぬ運命になった。

 当時の中国人は全民参加の次から次へ との政治運動を通じてこのような全体主義的なや

り方にも従わねばならぬと思 うようになっていたので，横組 ・左横書に慣れるまでそれほ

ど時間を要 しなかったのである。

(2)発 音における影響と変化

 1956年1月28日 の国務院第23回 会議で 「国務院が普通話普及についての指示」が通過さ

れてから，政府は直ちに全国範囲 ←・部の少数民族地域は除外)で 普通話の普及を推進 し

44



         政党 ・政府 ・政治運動が中国語に与える影響について

始めた。学校は重要視され，授業などの教育活動では普通話を使用 しなければならなく

なった。政府の呼びかけに応えて一部の小 ・中学校，及び高校では，「生徒がキャンパス内

では普通話以外の方言使用は禁止」との校則 を制定 した(私 が通っていた小学校 もそうで

あった)。各クラスに一人か，二人の 「推普員(普 通話推進係)」 を設けてある学校 もあっ

た(現 在 も変わっていない)。

 ラジオ放送(テ レビ放送は1958年 からスター トしたが，70年 代半ばまで各家庭にはテレ

ビ受信機がほとんどなかった)も 普通話推進の重要な役目を果たした。私の出身地である

上海の放送局の放送は，毎日30分 間の 「対農村廣播」が上海方言使用の他に全部普通話で

あった。共産党と政府の強力な推進があったから，現在60代 以下，学校教育を受けた中国

人(一 部少数民族は除外)は みな普通話(一 部の人の発音は方言交じりかもしれない)を

聴いて理解できるし，自ら喋ることもできる。

 他に，厂普通話正音字表」，「多音多義字匯編」，「普通話異読詞三次審音総表初稿」，「普

通話軽声詞匯編」 などの出版によって，多音字 ・多義字 ・異読詞 ・軽声詞の使用基準 を設

けた。教員 ・学生 ・アナウンサー ・俳優，及び一般の人々が普通話を使用する時，その使

用基準 に従うようになり，そのことも言葉の規範化，普通話の普及に大いに役立った。

(3)文 字における影響と変化

 1955年12月22日 に 「第一批異体字整理表」が発表され，それに整理された1，053字が実

施日の翌年2月1日 より全国の新聞 ・雑誌 ・公文書，新 しくできた教科書などから姿を消

した(す でに製版中のもの，刊行中のシリーズなど，特別扱い物は除外)。 また計量単位を

表す旧字体の20字 ，地名を記す非常用漢字15字 も使用中止の通達を出された後，す ぐ印刷

物で使われなくなった。その影響で一一般の人々も筆記文章に徐々にこれらの異体字 ・旧字

体 ・非常用漢字を使わな くな り，現在一部の研究者などを除いてそれらの文字が分かる人

はほとんどいない。

 1956年1月28日 に国務院第23回 会議で可決した 「漢字簡化方案」は政府の指示で，同年

2月1日 から三段階に分けて全国の印刷物 ・筆記文書で順次に適用された。1964年5月 に

公布 した 「簡化字総表」で101の 繁体字が淘汰され，これで漢字の簡略化が一段落を遂げ

た。

 厂漢字簡化方案」や 「簡化字総表」の公布によって1965年 末頃になって全国の新聞 ・雑

誌 ・公文書などの印刷物，ほとんどの店看板，一般人の筆記文書に一律に簡体字が使われ

るようになった。共産党 ・政府主導の漢字の整理 ・簡略化キャンペーンは中国国民の日常
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生活に大 きな変化をもたらした。

(4)語 彙における影響 と変化

 成立後から 「文革」が始 まるまで，共産党の政策 ・政治運動，また当時の政治情勢 と国

全体の雰囲気が，語彙の変化に特に強 く影響 していた。変化はこれまで，特に商売人，政府

高官，インテリ層，富裕層などの間で広 く使われてきた大部分の 「敬辞」(敬 う言葉)・ 「謙

辞」(謙 遜語)・ 「祝辞」(祝 辞)・ 「客套語」(丁 寧な言葉，挨拶言葉)・ 「婉辞」(婉 曲な言

葉)・ 「美称」(美 化語)・ 「別称」(異 称)な どの言葉が次第に使用されなくなった り，或い

は使用できなくなったりといった面と，政治情勢，政治運動，国全体の雰囲気に必要な言

葉がたくさん生まれるといった面 とから推進された。50年 代に入ってから大陸の人々の交

際の場で徐々に使用されなくなった 「敬辞」などをここに少 し示 してお く。

 ①敬 辞

 拜一拜呈 拜辞 拜服 拜賀 拜領 拜望

  宝一 宝店 宝号 宝眷 宝庄

 賜一賜夏 賜稿 賜示 賜予

 大一大稿 大号 大人 大儒 大札

 奉一 奉別 奉答 奉淒 奉坊 奉借 奉托

 府一府 邸 府上

 高一高 児 高就 高賢 高足

 恭一恭候 恭听

 貴一貴府 貴干 貴庚 貴舍 貴札

 隼一隼涎 隼府 隼翰 隼宗

  惠一 惠存 惠坊 惠覧 惠哈

 敬一敬承 敬候 敬聆 敬 后 敬頌

 令一令媛 令堂 令尊

 蚤一呈哉 蚤恩 =蚤見

  台一 台甫 台崟 台后

 賢一賢弟 賢郎 賢僅

 用一用菜 用坂

 尊一尊府 尊号 尊駕

 ②謙辞

 卑一卑辞 卑府 卑意 卑取

 鄙一鄙薄 鄙兄 鄙人 邸意

 敝一敝赴 敝店 敵稿 敝舍 敝姓

 寒一寒冂 寒舍
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賎一賎名 賎内 賎姓

陋一陋児 陋身 陋室

舍一舍弟 舍巻 舍来 舍下

小一小的 小号 小女 小人

愚一愚兄 愚兄 愚下

拙一拙筆 拙技 拙見 拙荊 拙懌

薄技 不オ 粗室 管兄 家父 摎兄 内人 老朽 微取 兄弟 在下

③客套語

薄意 不成敬意 不敢拜同 不足介意 地主之誼 海涵 厚賜 敬謝不敏

久圍盛名 久仰 聊尽寸心 隆情厚喧 免礼 岩敢 屈穹 賞臉 失敬

死罪 万勿吝教 微礼 幸会 有蒡 栽培

④祝辞

財源茂盛 長命富貴 春棋 多富多寿 亀齢 鶴寿 洪福芥天 美意延年

南山寿 如松如鶴 守身如玉 文棋 学安

⑤婉辞

暗渡隊食 暴卒 歩入黄泉 国殤 花月之身 忌辰 久安 泉下 如厠

未亡人 小解 謝世

⑥美称

并蒂良壕 奈床 高足 鴻儒 戈駒 女中丈夫 麒麟子 千里駒 人杰

⑦別称

伯仲 不第 赴子之身 待字 扶桑 賦i7 継配 1窩盆 男丁 内助

桑楡 堂上 下野

 一部の 「敬辞」は限定された範囲内しか使わなくなった。例えば 「先生」，「女士」，「小

姐」のような尊敬語は外国人，台湾 ・香港 ・マカオ人，有名で地位が高い中国人にしか使

わなくなった。「先生」は60年 代半ばまで中学校以上の教員を呼ぶ時にまだ使われていた

が，「文革」が始まってから何故か一般 教員に使いづ らくなり，全部 「老Jfi」を使 うように

なった。 「先生」，「女士」， 「小姐」は90年 代に入って再び一般人にも使いはじめ，一旦死

語になった一部の 「敬辞」・「謙辞」などもまた姿を見せた(後 述)。

 一部の 「敬辞」は元来の敬 う意とせず，皮肉 ・軽視 ・軽蔑などの意味で使われるように

なった。例えば

① 少苓、小姐一迭些少苓、小姐会干什幺?

② 恭候一我伯己鋒做好一切哉斗准各，恭候故人的到来。

③ 奉送一清朝政府竟然把大片領土奉送給了侵略者。

 当時の政治情勢や社会状況に不相応な単語が淘汰され，またそれに相応 させるために一
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部の本来の 「貶義詞」(け なす意味に用いる単語)が 「褒義詞」(褒iめる意味に用いる単

語)と して使われるようになった。香坂順一氏編著の 「中国語の単語の話一語彙の世界」

(光生舘)に これについて次の例が挙げてある。

貶義詞→褒義詞 ：波辣 努棒子 努光蛋 大老粗 泥巴腿 煤黒子

褒義詞→貶義詞 ：清高 地主 資本家 財主 老板 少苓

 現在 「努光蛋」は貶義詞，「老板」は褒義詞と考えてよい。「老苓」・「少苓」は現在も皮

肉の意味で用いられることがある。

 現代中国語は尊敬語 ・謙譲語 ・丁寧語が少ないと言われるが，これは全 くの誤解で，こ

れらの敬語が単にあまり使われていないだけである。「公共交際用語辞典」(許 正元 ・王麗

琴編著，中国青年出版社1995年)に 敬辞1，118語 ，謙辞650語 ，客套語262語 ，祝辞224

語，婉辞468語 ，美称329語 ，別称788語 ，合計3，839語が収められている。90年 代に生ま

れた新語 も含まれているが，ほとんど成立前にあった旧語である。これらの旧語は40年 代

でかなり使われていたが，60年 代半ば頃になって，ほとんど使わなくなった。根強 く定着

していた言葉が10数 年間で完全にと言えるほど人々の日常交際用語から姿を消 したことは

自然な言葉の変遷ではない。社会 ・文化の発展と言うより，人為的な要素がかな りあるか

らだと言える。ただ し，共産党や政府がこれらの旧語使用禁止令を出 した りすることはな

かったから，この言葉の変貌には次のいくつかの理由が考えられる。

① 成立後まもなく共産党 ・政府に掌握された所謂 「輿論工具」である新聞 ・雑誌 ・ラジ

オ放送，また公文書などが旧語をほとんど使わなかった。

②1955年10月 に決定 した普通話は 「・・模 範的な白話文の著作を文法規範 とする…」 と定

義 されていた。

③ 共産党は，「階級敵人」(地 主 ・富農など)を 除いた人々はみな同志で平等であると唱

えたので，上下関係などはっきり表す 「敬辞」・「謙辞」のような言葉は不必要になった。

④ 当時 「革命」が盛んに唱えられた時期であり，前述 した通 り，何でも新 しいもののほ

うが良いとの風潮があった。「敬辞」・「謙辞」などの旧語は封建主義的，資本主義的な言

葉と見なされ，人々は自分が旧語を使ったら保守的，非革命的であると言われるのではな

いかと神経質になって，徐々に旧語を用いた くな くなった。

 このように旧語が徐々に消える一方，当時の政治運動や社会状況に対応する時代色の極

めて濃い新語，あるいは 「旧語新用」(旧 語を新用法で使 うこと)の 言葉がた くさん生まれ

た。例えば 「同志」は旧語であるが，1950年 代後半から中国人は互いに呼ぶ時に使うよう

になり，面識のない者(子 供は除外)に 使っても良いようになった。地主のレッテルを貼
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られた人が 「文革」中，駅で知らない人に 「同志」 と声をかけられて嬉 しくて目か ら涙が

溢れたとの話があった。新語 ・ 「旧語新用」の言葉には政治運動関連のものが特に多い。

いくつか示 してお く。

① 領反 反劫会道冂 畍級成价 反攻大防

② 抗美援朝 志愿軍 阿娼妃

③ 三反 五反 守法 守法戸 五毒

④ 軍党拾 粛反 四害

⑤ 反右 大鴫大放 大辨愴 大字扱 牛鬼蛇神 下放 摘帽

⑥ 恵路銭 大趺迸 人民公社 生声小臥(大 臥)公 共食堂 大焼鋼銑 三面紅旗 共声

  凩 一平二凋 一劣二白 一大二公 三大革命

⑦ 毛著 老三篇 悒苦思甜 兩↑乙三査(悒 畍級苦、民族恨、査立場、斗志、工作)螺 壅

  釘精神

⑧ 四清 社教 大庚精神 大寨精神

⑨ 修正主文 反修防修 和平演変

 また政治制度の更新，経済建設などに関連するものもいくつか示 しておく。

① 公私合菅 定息 三銭 三大改造 合作社 包卉到戸 生声責任制 責任田

② 軍星 治淮 三自(自 治、自非、自佑)這 劫 思想改造 蒡劫竟賽 蒡二1?制(准各蒡

  劫和玉国体育制度)居 委会 海タト美系 奇装昇服 髮人 筒写 供給制

(5)書 面語

 「五 ・四運動」から中国語の書面語は次第に 「白話文」に変えていたが，1940年 代後半

の時点では口語とはまだかなりの違いがあった。特に旧語 を多 く使われる公文書 ・手紙 ・

招待状などは1966年 頃の書面語とは，その違いがもっと大きかった。ここに張香飛氏が1948

年3月16日 に魯迅の妻許広平氏へ送った手紙を一通転載 してお く。

广平先生道筌，

  久欽有道，良睹縁慳。日昨内山完造先生返国吋因渠行

功不便，曽嘱代力超候，在匆促中將先生住址遺失，致未果

行。今接来函渭，曽上函先生，拡漕准予在圓翻棒魯迅先生

全集，希去函証明俾便着手云云，不知收園否?渠 久未塘先

生去信，殊力愚念，敬希恵賜数行以便特告り参此奉忌，顧

硬

励安
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                     后学張香覧再拜

                     〔・一九四八年〕三.月十六日

         賜示清交

         “乍浦路二〇三号資料供庫部”即可收到.

         附来函一園

 成立後，共産党系の新聞 ・雑誌，また公文書などでは当時の口語にかなり近い書面語を

使用 し始め，学校教育の場でも，一般の国民の間でもその傾向は強まった。その結果60年

代の初頭には書面語 と口語の違いは一部の語彙を除いてすでに見られな くなっていた。

(6)中 国語を大変貌 させることがで きた理由とその結果のメリットとデメリット

 成立前当時の政府及び関係する知識人は，中国語の語音の統一，表音化など，所謂 「国

語運動」に関 して多 くの仕事を行ってきた。また一部の知識人は漢字の簡略化にも心血を

注いだ。 しか し当時諸般の事情から，徹底的かつ大規模に 「国語運動」を行うことができ

なかった。だが成立後状況が一変 し，共産党 と政府は中国語改革に積極的に乗 り出 し，反

対意見を抑えて言語改革政策と改革案の実施を全国隅々まで徹底的に押 し広めた。言語改

革は当時の全国民の教育水準を高める(「識字 ・掃盲運動」はその一環である)の に必要で

あるばかりでなく共産党の政策 を徹底 させ、経済体制の抜本的改造を実行する上で必要で

あった。中国は一党独裁の体制であ り，共産党は中央政府機関から都市 ・農村部の末端機

関まで組織が置かれ，強力なネットワークが敷かれている。その上60年 代半ば頃は全体主

義がすでに国民に浸透 していたから，共産党中央や政府から何 らかの指示 ・命令を出され

ると，直ちに全国が一斉に動き出した。また当時のほとんどの国民は，教育を含むすべて

の分野において 「破旧立新」を実行 してこそ， はじめて革命であるとの認識を有 してい

た。

 以上のような要素があったからこそ，共産党と政府主導の標準語の制定，文字簡略化，

表音化などの大規模な言語改革が短時間で成功 し，短時間で語彙 ・書式などに強く影響 し

て，中国語を大変貌させることが可能になったのである。

 大変貌 した60年 代半ばの中国語は，共産党 ・政府の指示 ・命令によって変えられたとこ

ろが多かった。人口が多 く，数億の非識字者を抱えているなど，当時の複雑な状態に置か

れている中国では，強引とも言えるこのようなや り方はやむを得なく，さもなければ言語

改革は中途半端に終わ りかねなかったと思う。や り方は別にして，その結果は何 と言って

も中国と一般の国民にとってメリットがデメリットより多かったと言える。

 メリットとしては次が挙げられる。
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① 印刷物の横組 漢字簡略化などは 「識字 ・掃盲運動」，学校教育を大いに手助けした。

② 横組 ・左横書変更によって，文章が読みやすく，書 きやす くなった。

③ 普通話の制定，普及によって方言による障害は除かれた。

④ 異読字 ・多音字 ・多義字などの統廃合によって人々は識別の煩わしさから解放 された。

⑤ 「漢語排音方案」の制定 と推進によって，外国人が中国語を大変勉強しやすくなり，

  「対外漢語教学」の発展 を大いに促進した。

⑥ 一部の旧語廃止によって尊 ・卑関係を考えずどの場合でも 「同志」が使えて，非常に

  便利になった。

⑦ 教育現場，日常交際の場で漢字に関する間違いが著しく減った。

 ただ し当時は 「学校教育 ・新聞 ・雑誌などで簡体字 しか使用 しなくなれば，人々が繁体

字使用の本が読めなくなり，国語の低下につながるのではないか」，「漢字が簡略化され，

象形文字である漢字本来の美しい姿が消されることによって，伝統文化が破壊されるので

はないか」 との心配の声があった。また 「敬辞」・「謙辞」などの日常交際用語の不使用に

よって，「その場での自分の気持ちが充分 に表せない」，「上下関係，尊卑関係がおかしく

なり，社会通念に反する」，「それぞれの場合で人にどう挨拶 したら良いか分からな くな

り，言語表現が乏 しくなった」，「礼儀不要につなが り，言葉遣いが粗野になりかねない」

などの声もあがった。 日常交際での一部の旧語不使用が，成立後に礼義無視，礼儀知らず

の中国人が段々増えた一・つの原因ではなかろうか。

第2章 「文 革 」発 生 か ら改 革 開放 開始 まで

       (1966年5月 ～1978年11月)

 1966年5月16日 ，中国共産党中央委員会政治局拡大会議iで 「中国共産党中央委員会通

知」，略称 「五 ・一六通知」が通過し，10年 余 り(1976年10月 まで)に わたる全国民参加

の，中国歴史上未曾有の大規模な政治運動が始まった。成立後，毛沢東の極左思想が繰 り

返された政治運動によって次第に共産党の中枢 を支配 してしまい，「文革」の発動がその頂

点に達 した結果である。「文革」中，成立後からの国のほとんどの政策 ・方針 ・や り方は

「封 ・資 ・修」であると批判 され，中国国民は無法な大混乱のどん底に陥った。

 「文革」進行 と同時に 「批林批孔(林 彪 ・孔子 を批判する)運 動」，「文革」終了後 「批

『四人幇』運動」 も行われた。

 「文革」の10年 間とその後の約2年 間で，言葉の面で主に語彙に影響を与えた(1977年
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「第二次漢字簡化方案(草 案)」 が公布 されたが，それに関して第1章 第1節(3)の ④，漢字

の簡略化を参照)。 成立後残った数少ない 「敬辞」・「謙辞」などは 「文革」が始まってか

ら使わなくなった り，或いは使えな くなったりした。例えば江南地区では 「文革」前，

「先生」は教員に対する他に隣近所の成人男性を敬 う気持ちで，また 「Jfi母」は隣近所の既

婚の女性 を敬 う気持ちでまだ呼称に使われていたが，「文革」開始後何故か(多 分 「封 ・

資 ・修」の恐れがあるから)使 われなくなった。他に例えば 「拜旗、拜会、大家、恩)fi、

奉陪、奉送、高齢、貴赴、師長、Jfi兄、洗生、雅11/、尊Jfi、尊姓」などの 「敬辞」，「薄

技、愧不敢当、力薄オ疏、区区」などの 「謙辞」 も日常交際(手 紙など)か ら消えた。当

時これらの旧語を用いつづけられない，「文革」前よりも強い極左の風潮が隅々まで充満 し

た社会になったからである。

 それに対 して 「文革」時代の色彩が濃い語彙が多 く生まれた。例 えば 「造反派、幻：工1

兵、破四旧立四新、大串朕、文攻武玉、武斗、斗私批修、最高指示、工宣臥、夏裸1司革

命、支左、三支兩軍、上山下彡、插臥落戸、工衣兵学員、上管改、批林批孔、赤脚医生、

五 ・七干校、抓革命促生ﾎ、 反潮流、臭老九」などがある。私は 「漢語新詞詞典」(王 均煕

編…著，漢語大辞典出版社1993年)と 「漢語新詞語詞典」(李仁達他編著，商務印書舘1993

年)を 調べたところ，「文革」中に生まれた新語や 「旧語新用」の語彙はそれぞれの詞典中

100個 以上収められていることが分かった。これらの当時の新語は現在人々の日常交際で

はほとんど使われていないが，文学作品 ・映画などにまだ時々姿を現す。

 「文革」終了後の 「批 『四人幇』運動」などにおいても「四人幇、拔乱反正、冤假措案、

精神万能、兩个凡是、彷痕文学」などの新語や 「旧語新用」の語彙が生まれた。

第3章 改 革 開放 開始 か ら20世 紀 末 まで

     (1978年12月 ～2000年12月)

             第1節 改革開放について

 1978年12月18日 から22日 まで，中国共産党は北京で第11期 全国代表大会第3回 全体会

議を開催 した。会議で共産党の工作重点を従来の 「階級闘争」，「連続革命」から 「社会主

義近代化建設」へ と大転換させ，改革開放をスター トさせた。共産党中央 と政府は一連の

新 しい政策 ・指針を打ち出 し，大々的に宣伝 して，改革開放は経済分野を始め，政治 ・思

想 ・文化 ・教育など全ての分野で繰 り広げられた。改革開放は 「文革」 と違い，中国の国力

を増強し，国民にいろいろな実益 をもたらすが，規模 ・展開方法を見れば，やはり一種の
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これまでの政治運動と少し異なる政治運動であると言わざるを得ない。

 1978年12月 から22年 間繰 り広げられていた改革：開放は言葉の面で主に語彙に大 きな変化

をもたらした。(1)一部の 「敬辞」・「謙辞」などの旧語句の復活，(2)大量の新語句(一 般語

句 ・株関連語句 ・IT関連語句 ・アルファベ ット略語)の 出現，である。

             第2節 一部旧語句の復活

 改革開放後，特に80年 代後半に入ってから台湾 ・香港 ・マカオとの経済 ・政治 ・文化 ・

宗教などの交流が急速 に拡大 したことによって，成立後の中国本土で姿を消 した一・部の

「敬辞」・「謙辞」などが復活 した。例えば90年 代に入ってから一般の人を呼ぶ時に 「同志」

を使いづ らくな り，「先生」・「小姐」が復活した。「文革」の反動のせいか，現在男性を

「先生」，女性を 「小姐」と対象を問わず乱発する現象が見られる。封筒の宛名の後の 「同

志」も消え，「先生」・「女士」・「小姐」を使うようになった。ビジネス商談，手紙 ・招待

状などにも 「拜旗、拜会、奉陪、奉送、貴(公 司)、 光僑、洗生、高就、雅来、近棋、倆

安、賞光、屈尊、老板、老板娘、尊姓大名、力薄オ疏」などの旧語が現れた。成立後使わ

れなくなった 「保標、夜恵会、沙戈、舞女、標娼、探長」などがまた復活した。「旧語新

用」は 「老恵、出血、影帝、策刻、富豪」などが挙げられる。

              第3節 新語句 の出現

 改革開放後の社会現状を反映させるために，大量の新語句が現れ，政治 ・経済 ・文化 ・

教育 ・法律 ・日常生活など，社会全ての面で新語句の出現が見 られた。これらの新語句は

次のい くつかの類に分けられる。

(1)台 湾 ・香港地区の方言からのもの

 按掲 大哥大 叉単 大排档 礫影机 蛇美 人蛇 洗手同 写字楼 休因 跳楼价

 海鮮 封鏡

(2)英 語(音 訳 ・意訳 ・音+意 訳)・ 日本語などの外国語からのもの

① 英語から

 的士 克力架 克隆 比基尼 迪斯科 迷珎 麦当旁 鐇射

② 日本語から

 人气 室港 写真 通勤 放送 特杵 低迷 物流 居酒屋

(3)90年 代後半から株 とパソコンブームの興起によって株とIT関 連の新語句が続々と生ま

れた。
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① 株関連の もの

 炒作 股 海 股 市 股 指 牛 市 熊 市 退 市 反 弾 套牢 大 盡 幵 盡 收 盡 創並板

 庄 家

②IT関 連 の もの

 因特 网 朕 网 网 址 网 頁 网 ロ巴 网虫 伊 妹儿 菜単 千 年虫 地 址簿 黒 客 軟 件

 硬 件 下 載 鼠 杯器 施 劫 多媒体 数字(的)模 拡(的)視 窗

(4)改 革 開放前，あ ま り見 られなかったアル ファベ ッ ト略語 が新 聞 ・雑誌 ・公文書 ・日常

交際に多用 される ようになった。例 えば

 VC(venture capital， n 投 資)LP(limited partnership， 有 限性{火伴公司) CBD(center

 business district，商 各中心区) DJ(disc jockey， 市 目主持人) HSK(hanyu shuiping

 kaoshi， 汲 悟水平考試)CD CD-ROM DVD VCD IT E-mail CT WTO

 PCTV(个 人 屯脳 屯視) IP屯 活 IP卞 卞 拉OK

な どが挙 げ られる。

          第4節 語彙変化 と改革開放 との関係

 統計によれば改革開放後の1980年 以降，年平均500ぐ らいの新語句(復 活した旧語，

「旧語新用」の語彙が含まれる)が 生まれた。これは改革開放によって社会 ・文化 ・経済 ・

科学技術の発展，人々の意識の変革，国際交流の増加などに対応するために現れた現象

で，共産党 ・政府に人為的に操作された結果ではない。ただ し歴史の流れの中で決 して長

くはない20年 の間，こんなに大量の新語句が生まれたのは，改革開放によるものである。

つまりは政治運動に強 く影響された結果であると言えよう。

おわ りに

 社会変化に対応 して言葉が自然に変わっていくのは一般的である。成立後の中国語の変

化は一般的，自然的なものではないことは上述で理解されたと思 うが，中国語の変化はわ

れわれにとってマイナス ・プラスの両面があ り，一概に肯定，或いは否定 してはならな

い。いずれにせよ，成立後の中国語の変貌は中国語の変遷 ・発展の長い流れの中で，際立

つ1ペ ージとして残るであろう。

54



政党 ・政府 ・政治運動が中国語に与える影響について

参 考 資 料

一.日 本語資料

1.「 中国語の単語の話一語彙の世界」香坂川頁一著(光 生舘)

2.「 新 しい中国語 ・古い中国語」芝田稔 ・鳥井克之著(光 生舘)

3.「 中国語学新辞典」中国語学研究会編(光 生舘)

4.「 現代中国語新語新釈」香坂順一著(光 生舘)

5.「 現代中国漢字学講義」張静賢著，松岡栄志監訳(三 省堂)

二.中 国語資料

1.「 新中国大博覧」李黙主編(広 東旅遊出版社)

2.「 党的十一届三中全会以来新名詞術語詞典」張首吉 ・楊源新 ・孫志武 ・衛愛輝著(済 南出版社)

3.「 現代漢語新詞語詞典 ・1978～2000」 林倫倫 ・朱永錯 ・顧向欣編著(花 城出版社)

4.「 中国報刊辞典」・1815～1949」 王桧林 ・朱漢国主編(書 海出版社)

5.「 国情教育手冊」伍傑主編(華 夏出版社)

6.「 公共交際用語詞典」許正元 ・王麗琴編著(中 国青年出版社)

7.「 魯迅 ・許広平所蔵書信選」周海嬰編(湖 南南芸出版社)

55


